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FMPM研究部会の位置付け

本年度の研究テーマ・レポート

FMを取り巻く環境の変化



FMPM研究部会の位置付け

FMPMの基礎・実践知識 - FMPMとは

本年度の研究テーマ
（FMPM：FMプロジェクトマネジメント）



50:50 インハウス*ベンダー、男性*女性
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FMPM研究部会のご紹介
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FMPM調査研究の趣旨と手法

• 先進ワークプレイスプロジェクトとの事例視察 etc…
• 新たな要求課題への対応策の考察手法

ワークプレイスを第四の経営基盤とした企業の
FMPM力向上に寄与する、調査研究と要請普及を行う趣旨



FMPM 研究部会の書籍



日常業務との違い
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プロジェクトマネジメントとは？

日常業務 プロジェクト業務

新しい枠組みを作る現状の枠組みを維持 前提

特定の目的に応じた目標の達成ルーティンの目標達成 目的

臨時組織継続的組織 組織

多種多様な知識集団通常業務にあったスキル スキル



FMPM研究部会の位置付け

本年度の研究テーマ・レポート

FMを取り巻く環境の変化



2025 JFMA 

FMプロジェクトマネジメント研究部会 研究テーマ

人的資本経営とオフィスの関係

福利厚生の施策と効果

来る必要がある（来たくなる）オフィスの施策

コンセプト

リモート活用の実態（サードプレイス利用含む）

2025年の研究テーマはオフィス見学を踏まえながら下記テーマの事例を研究する

部会長 菅野誠



ソフト ソフト＆ハード ハード

ヘルプデスク コンシェルジュ 立地

オンライン福利厚生 自販機（補助あり）、給水機 内装への投資

シェアオフィス利用権 カフェ・健康食（含おかん） 什器への投資

コーポレートクラウド ライブラリー 非化石証書

AI利用 対面イベント ABW

オンライン教育 対面教育 内装への投資

ｾﾝﾀｰｵﾌｨｽ・ﾌﾘｰｱﾄﾞﾚｽ マッサージ・ジム

会議Web配信している ホテリング

ノートPC支給 モニタリング

スマホ支給度 受付サービス

タブレット支給度 植栽

居住地自由(ﾜｰｹｰｼｮﾝ） BGM

在宅手当 アート

香り

実施している社員サービス（福利厚生）

◎積極的に取り入れている

〇取り入れている

△一応は取り入れている

×取り入れていない



ソフトサービス

ハードサービス

リモート比率が高い企業の
標準的な投資

出社比率が高い企業の
標準的な投資

人的資本投資に
積極的な企業

人的資本投資に
消極的な企業

予算100％とは平均的な投資額

ソフト予算80％
ハード予算20％

ソフト予算20％
ハード予算80％

ソフト予算100％
ハード予算100％

ソフト予算10％
ハード予算20％

ソフト予算20％
ハード予算10％

ソフト予算50％
ハード予算50％





集まり、つながり、挑戦する
これからの“創造”を、この場所で
商品デザインや空間デザイン、多岐にわたるスペースクリエーショ
ン提案、そして営業機能と、サンゲツグループのさまざまな機能を
集約した「PARCs」。名称の由来は、“Parade of Cs”
多種多様なヒト・モノ・コト・情報が集まり、つながり（Connect・
Collaboration）、豊かな創造力（Creativity）を生みだす。
そして、移り変わる時代や社会の中で常に果敢に
（Courage）変化し（Change）、挑戦し続ける
（Challenge）ー。さまざまな“C”が、まるで“Parade”のように
集うことで、活気にみちた新たな価値創造の場を築いていきます



PARCsの空間コンセプトは、“touch the prism”。

光が無数に折り重なり美しく輝く“プリズム”のような
空間をイメージし、通路はジグザグと角度をつけ、
ワークエリアやオープンエリアなどのファシリティもラ
ンダムに配置。自然なコミュニケーションを促し、会
話やアイデアが偶発的に生まれる環境を目指して
います。



サンゲツ様の取り組み

先端技術を取り入れている
商材としての意識も高くオフィスの利用価値をKPI化している
ソフトもハードも偏りなく実践されている
・場所もパークが一望できるなどこだわりの場所である
・サステナビリティへの配慮も欠かさない
・住宅手当はなく地域手当としている（持ち家でも手当は支給している）











出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより イノベーションセンター netone valley | ネットワンシステムズ
（https://www.netone.co.jp/valley/）

https://www.netone.co.jp/valley/
https://www.netone.co.jp/valley/
https://www.netone.co.jp/valley/
https://www.netone.co.jp/valley/
https://www.netone.co.jp/valley/


「ライフ」と「コラボレーション」。仕事だけでなく、より豊かな生
活や人生の舞台であること。そして、様々な人と人が出会い、
互いに刺激し合い、高い成果を目指すことができる場所であ
ることです。それを意識して、ワーキングエリアだけでなく、社
員食堂やカフェなどの福利厚生エリア、そして、PoC（概念実

証）などを行う検証エリアや協業と価値創造の場となるイノ
ベーションエリアを作り、フレキシブルに過ごせるようオフィス
家具などは移動できるようなものを多く選定しています。どこで、
どのように過ごすかは自由。極端に言えば、ご飯を食べるた
めだけに来る。7階のゴルフシミュレーターで仲間と遊んで帰る。

フットサル大会を開催する。それだけの日があってもいい。リ
ラックスした環境下でこそ、張り詰めていたときよりも柔らかい
発想ができるかもしれないし、一緒に遊んだ仲間との会話や
人脈は、いずれ必ず仕事の役に立つはずです。

出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより 様々な人が集い「遊ぶ」「語らう」 突出した成果は自由な空間から生まれる | ネットワンシステムズ
（https://www.netone.co.jp/valley/news-event/3983.html）

https://www.netone.co.jp/valley/news-event/3983.html
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出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより



出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより



出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより



福利厚生＆地域貢献

• エリアセレクト居住地域を選べるダイバーシティを実現（近くのオフィスに出勤）

・地域の小中学生の職場体験受け入れ
・中学校の職場体験学習の受入れを実施しました
・中学校が当社イノベーションセンターを訪問 生成AIをテーマに特別授業を実施

・ウォールアート
CSR企業 ネットワンシステムズ株式会社×浜川小学校 地域交流ウォールアート制作 実施｜品川区（出典：品川区HP）

・障がい者アート
ネットワンシステムズ様のオフィス移転に伴い、アート作品 を納品いたしました。 - パソナハートフル（出典：パソナハートフル様HPより）

・
2025.1.22共に未来を創ろう！〜SROIが導く新たな一歩。Jリーグクラブと地域が描くサステナブルな社会〜 | ネットワンシス
テムズ

・ヘルスサポート利用料を寄付
・特定非営利活動法人 難民を助ける会（AAR Japan）
・公益財団法人日本盲導犬協会
・公益財団法人難病医学研究財団

写真出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより

（出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより）

（出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより）

（出典：ﾈｯﾄﾜﾝ様HPより）
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多様な働き方に寄り添うABW

• グリットプランで自由度、働きやすさ、オフィスコストのベストバランス
• 緑視率向上を目指す鉢植on the desk（ペットグリーン）
• 好きな香りをそばにおけるダイバーシティ（アロマバー）
• 個の成長とチームの風土醸成を支援する場とイベント等の実施
• 体の健康と心の健康を考え福利厚生にも寄与するABW

（アロマバー） （ペットグリーン） グリッドプランオフィス







船場は、人や地域社会、自然環境へ“おもいやり”の視点を持
ち、サプライチェーン全体で未来にやさしい空間の共創を目指
す「エシカルデザイン」を推進しています。そのエシカルデザイ
ンのフレームワークとして、「つかう資源」と「すてる資源」を循
環させ新たな価値を生み出す「Circular Renovation®（サーキュ

ラー・リノベーション）」を提案しています。撤去工事から設計、
施工まで担当してきたノウハウを活かし、リユース、リサイクル
を前提としたトータル設計を行うことで、廃棄物を最小限に抑
えるだけでなく、次のリニューアルまで考慮した循環型の空間
づくりを実現します。



2021年に行われた本社リニューアルでは、既存家具
約80%の転用ならびに廃棄物リサイクル率99%を実現
しました。

フリーアドレス化に伴い不要となったオフィス什器や、
使⽤済みのマテリアルサンプル、現場⼯事で排出さ

れた廃材などをファニチャーやアート作品としてアップ
サイクルするなどし、廃棄物を最小限に抑え、資源循
環型のリノベーションに取り組みました。

当社のデザイナー自らが設計することで、設計段階
から「解体や廃棄まで」を考えたデザインを実現しまし
た。環境負荷の小さい素材をどれだけ使うか」に留ま
らず、「どうすれば、ニーズに合わせて形を変えながら
空間を活用し続けられるか」を社員一人ひとりがそれ
ぞれの視点で考え実施することで、未来を意識した新
しい空間を創り上げました。



船場が推進する「エシカルデザイン」とは、人の
暮らしはもちろん、その先にある地域社会や自
然環境までを創造し、つくり方、つかい方、すて
方まで含んだ循環をデザインすることです。「エ
シカルデザイン」は社会が抱える課題の解決に
繋がる社会的意義のある取り組みです。

地球に負荷をかけないという本質的な価値こそ
が問われる時代において、エシカルな思考を前
提に、サステナビリティと意匠性とを両立したデ
ザインを考えました。エシカルデザインを体現し、
「社内外へ発信する場所」としてオフィスをリ
ニューアルすることで、船場が掲げるビジョンに
共感いただける企業との繋がりを強化することも
目的です。
社会課題は1社で解決できるものではありません。

取り組みの輪が広がってはじめて大きな力となり
ます。船場が培ってきた技術とノウハウを多くの
企業にお役立ていただき、未来にやさしい空間
づくりの推進に繋げていきます。



「Hackable Design」を実現するべく、働き手が様々な場所や働

くスタイルを選択できる自由度の高いデザインとし、従来の日
本のオフィスにありがちな均質的で並列型固定席のオフィス
構成から脱却。自分の好きな席で働くフリーアドレスにも対応
し、チームミーティングに加え、集中してソロワークが行える多
様な場を設えています。

また、インテリアデザインを扱う社員の感性が刺激され、想像
力が豊かになるよう、試しながら作り変えていける実験的な要
素をちりばめた空間づくりを実施。どこにいても仕事ができる
時代に、「ハブオフィス」というリアル空間の新しい価値を創出
しました。











FMPM研究部会の位置付け

本年度の研究テーマ・レポート

FMを取り巻く環境の変化



出展：一般財団法人
建設物価調査会



出典：

H24＝2012
R2＝2020



JFMA FMPM部会事務局

佐々木 信
m-sasaki@jfma.or.jp

参加希望者はJFMAホームページにて申し込み

または部会事務局までメールください

mailto:m-sasaki@jfma.or.jp
mailto:m-sasaki@jfma.or.jp
mailto:m-sasaki@jfma.or.jp


ご清聴ありがとうございました

FMプロジェクトマネジメント研究部会
部会長 菅野 誠
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